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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西
にしつぼなかなかうね

坪中中畝遺跡

その他 縄文時代 落とし穴（42基）、
土坑（２基） 縄文土器

集落 奈良時代 掘立柱建物跡（２棟）、
土坑（１基）

土師器、
須恵器、
鉄滓

掘立柱建物跡２から鍛冶
関連遺物が出土

その他 溝（12条）、
土坑（５基）

ナイフ形石器、
中世須恵器

要　　約

　縄文時代及び奈良時代の遺構・遺物を確認した。
　縄文時代では、調査地のほぼ全域に落とし穴が分布しており、狩猟の場であったことが明らかと
なった。落とし穴は、平面形・断面形の特徴から、複数の群を抽出することができる。
　奈良時代では、鉄関連遺物を伴う掘立柱建物跡を検出し、遺跡内で鍛冶を行っていたことが明ら
かとなった。
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